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他-^い'-$剛＝よろ劣化の顕葦､こ現われ^物憚であうことt.雄認ヽしt-.ii-'、本研社rij-亀用

熹季生眼の更塩和耳 のす乙めの有知な積報を得ること玄目的とレ3 年間島凧胆ま眼の束
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ュ-―レン部威裂試験適を恥> -c潮吏しち．光も苔､．別の各種繊維知戎・6 i I-っい･て、肉

眼之｀3瞰筰に判能レ　^人の判定着の祐栗ヵヽら5 段隋の色地図１作成レだ後、解誄レ６

(/≫.海抜四乙卸ソ, 急区画の対比も蓼胤-g:．ゴ一才フォトメーター・用い哨えし仁、
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のれ目r^ と溥丸の弗し11 >^こうでは. ガリェステ･ﾚ70 茄&T｀あ、-t もii ソ郊れ・^ i::゛乙し･

ろ. コ｀ぶノrフォトメーターlこ^ ら他双・僕の鉢栗. 私蔵増加の凍しい奸齢It. 咸覧μ度低

下の瓢きい部分い^ぼ審しいことがわ-o%、た. 絨維紅反別Iこa. ダリェ瓦テ･レのji幼制を

の小ぎいi^ど、t琉の増加が刄きい．心気の肉眼列聳.和象こついてa.　5^声(7)!り走紗累-&

- ワic 協会可ろ方瓜'k 工大し託．その妬貳と、ゴニ牙フ･!ト芦一ターI- jこる副良知栗とi%

よい一恢を示レ仁．これうの柘果ヵヽら、肉眼ぞt.気．やや'^判吏可咎こ.と･こ^リヽ布の砂、
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　B的邦や被服の枝能、特に風合い、ドレープ･姓、為^ヽ地なt"の感党的性能t it.む･め、

最終的な消責雌能ばﾒ､聞・判ifrいよ｡') 評mされる場合がﾀﾀい。ここでμ、これらの縁能の

評価ﾚり^i報理論の考え方舎藤>>し. 'h±能評価の状紅を時価|備報量の木｡ふ. 精報量。散失お

よび付加の変化状態と:してとらえる瀕t 方乞if-し、さらに風合い評柚i例にしな力ぐら、布

や被服の腫能評/is に対すい^無理論的手法の真用の萌吊纏にっいT襖討す%。

　方法　m理論では事象aむに含まれる惰報の大ささλ心ぱP心t 実現謎率とすると.

むニー島^几で表わ､される。さらい. TL -111の事象における平均精報量H it、H ・為几心

ｓ一島民!みPλtして表わi;れる。このH は不石倉定。状態を成定するのに要する平均惰無

量ぞihり、Xントロヒ-°－とよばれ７いる。従ってエ､ントロビーの大小により、4犬唸の疆皺

の大きさを示すことが可能である。

　布<r>性能の評価過程を性能刺激に対する人間の反ﾉ応ヽとつ考^ るとし-Iントロピ一乞もとに

しt、制裁力ヽら反応へIS ■可能な精報量柵（z）､f'l激ｶヽら反応ヽへ伝遣されに隋報量I：（%,*）。

ｲ云進の致知隋報量H ぐziy-）, 伝A<7)>i寸加精報量H ('i･IX）を求めることが七｀きる。なあ≒

H Cx）－H （x|i^）＝I Cx,<i-）のＭ係が成虫｡すi> 。

　結果　、ﾄ封及量を用いf-'ﾄ生能評価の方法は、例X. ぼ次のような塙合に力i用と考i^られる。

（1）風合い評価においX ,触覚、親%・影響、（2）素材、用途、価格などの精報を付加さ

せた場合の風合い評価の影響、（3）消費過柱などにおしμ風合い評ｲ葡の変化など｀･

　なお, 風合いを他の布の性能μおき力ヽえれば、同様なJk: 用が可能ぞあろう.


